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正し<お使いいただ<ために、この取扱説明書を 
よくお読みください。 

なお、お読みになった後をお使いになるちびいつ 
でを見られる所に「保証書」ととをに大切に保管 
してください。 
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麵まを上のごま意 (必ずお守りくださし、) 


■お使いになる前に、この「安全上のごミ主意」をよくお読みのラえ正しくお使いください。 

■ここに示したミち意事項は、安全に関ずる重大な内容を記載していまずので、必ず守ってください。 
表示と意味は次のよラになっていまず。 

A 警告 誤った取0扱いをしたとさに、死 t や重傷などの重大な結果に結び付<可能性が大さいをの。 

主胃誤った取0扱いをしたとさに、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるをの。 

A /1：：^己号はミま意を促す內容があることを告げるちのです。 

JtaSTFWWI 心^目のホに難的なを誠執細の齡は-細な鶴)が描かれています。 

0 ® 記号は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が描かれています。 

〇 〇記号は行為を強制したり指示する內容を告げるをのです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場含は一般的な行為の指示)が描かれています。 

■お読みになった後は、お使いになるちがいつでち見られる所に必ず保管して<ださい。 


交流100 V 似がで使わない i 

定格し U 外の電圧で使用すると感電や 
火災の原因にな0ます。 


么警告 (WARNING) 


定格1已 A じ(上のコンセントを 
単独で使用ずる 

他の器具と併用するとコンセントび異 
常発熱して火巧の原因にな D ます。 



電源プラグは、ほこりび付着し 
ていないか確認し、びたつきの 
ないように刃の根もとまで確実 
に差し込む(定期的に掃除する） 

ほこりび付着した D、 接続び不完全な 
場合は感電や発熱-火災の原因にな 
ります。 



〇 


電源コードの途中での接続、延 
長コードの使用-他の電気器具 
とのタコ足配線はしない 

感電や発熱-火災の原因にな D ます。 



電源コードは巧ったり、束ねた 
り、引っ張ったり、重い物をの 
せたり、加熱や加工したりしな 
い 

電源コードび破損して、感電や発熱- 
火災の原因にな0ます。 



めれた手で電源プラグを巧さ差 
ししない 

感電の原因にな D ます。 



本体に巧類、タオルなどをかけ 
たり、カーテンや燃えやすいち 
のの近くで使用しない 

本体び変形したり、火災の原因になり 
ます。 



スプレー 宙やカセツ ト こんろ用 
ボンベなどを本体の近くに放置 
しない 

熱でスプレー宙やカセツトこんろ用ボ 
ンベの圧力び上びり、爆発や火災の, U 3 
原因になります。 プ 

キャビネット、反射板、放熱板 
などの巧やすき間に、ピンや針 
など金属物等または指を入れな 
い 

内部の部品に触れて故障したり、勇 
常過熱して火災や感電-けびややけど 
の原因にな0ます。 


分解や修理をしない 

火災•感電-けびの原因にな D ます。 
修理はお買い上げの販売店に修理を 
依頼してください。 


就寝中や外出中は使用しない 

寝具や可燃物などび触れると火災の 
原因になります。 








異常時（こげた臭いや煙び出て 
いる場合など）は、運転を停止 
して電源プラグを巧き、修理を 
依頼する 

異常のまま運転を続けると故障や感 
電-火災などの原因にな0ます。 



修理はお買い上げの販売店またはコ□ナお客 
様ご相談窓□に依頼する 

修理に不備びあると感電-火災などの原因になります。 


〇 































































A ミち意に AUTION) 


運転中や運転停止後しぱ5<は本体上部、 
前面、側面、ガードなど高温部に軸れない 

やけどの原因とな0ます。 

ルさいお子様のいるご家庭では、特にま意してくださ 
し、。 


本体の角度を変えたり、向きを変えるときは 
本体びをえてか!5おこなう 


A 


やけどの原因とな D ます。 


本体の角度を変えたり、向きを変える場合は、 
可動部で指をはさまないようにま意する 

可動部で指をはさみ、けびをするおそれびあ D ます。 


A 


乳幼巧やお年寄り、病気の方など自分で操 
作でさないちび使用する場合は周囲の人の目 
びとどくよラに十分を意する 


A 


可燃性ガスの発生するちの（ガ 
ソリン、シンナー、ベンジン、 
揮発性のスプレーなど）の近く 
では使用しない 

引火して爆発や火災の原因にな0ます。 



乾燥など他の用途（工場、業務用）に使用し 
ない 


0 


本体び変形したり、過熱して発火するおそれびありま 
す。 


持ち運ぶときは、とってを持つ 


とってを持たずに持ち運ぶと手をすべらせて、落下の 
原因とな0けびをするおそれびあ D ます。 



やけどのおそれびあります。 

なのよラな方びお使いのとをは、特に注意願います。 

•乳幼お-皮膚感覚の弱いち-お年寄り-病気のち 
•自分で操作でをない方' 深ミ酉をされたち 
•疲労の激しいち-眠気をさそ5薬（睡旧薬-かぜ 
薬など）を服用された方 


自動首振り運転中および停止中に無理に本 
体を回したり停止させない 

故障や破損の原因になります。 


0 


長時間、か5だの同じ箇所をあたためない 

比較的低い温度でち、長時間からだの同じところをあ 
たためていると、ほ温やけどのおそれびあ0ます。 


A 


本体に水をかけない 

また、湿気のをい場所（お室 

や屋外）では使用しない 

水などびかかると、内部に浸水して、 
絶縁劣化による感電や漏電乂巧の原 
因になります。また、誤動作の原因 
になります。 

水などびかかったら電源プラグを抜を、 
使用を中止してお買い上げの販売店に 
修理を依頼して < ださい。 



運転中器具にフアンヒーターや 
エアコンの温風を当てない 

ま全装置（温度過昇防止器）びはた 
らを、運転を停止するおそれびありま 
す。 


0 



お手入れは器具びさめてか5行う 

本体をお手入れするとをは電源プラグを抜いて本体び 
さめていることを確認してから行ってください。感電 
ややけどの原因になります。 



本体に物をのせない 


本体の上に花瓶など水の入った容器を 
のせないでください。本体の内部に 
浸水して、絶縁劣化による感電や漏 
電火災の原因にな0ます。 



電源プラグを巧くときは電源プラグを持って 
巧く 



電源プラグを抜くとさは、コードを 
持って弓 I き抜かないでください。 
乂巧や感電の原因になります。 



温室や飼育室などでは使用しない 

動-植物の育成-栽培など人のいない場所で使用し 
ないでください。予測でをない事故び発生するおそれ 
びあります。また、動物び本体やコードを傷め、火災 
の原因になります。 



使用しないときは、電源プラグをコンセント 
か!5巧く 



けびややけどの原因になったり、絶縁劣化による感電- 
漏電火災の原因にな D ます。 















































回る部のなまえ 

<画面> 


ゆ5ざ運おランプ 

•ゆ5ざ運転中に点打します。 
• チャイルド□ックのセット中 
に点好します。 


温度調節つまみ 

電源の r 入」-「則と1日段階 
の温度調節をおしなし^ます0 


切タイマーランプ 

切タイマー設定時間と運転停止 
までの残時間を表示します。 


首振りランプ 

自動首振りの運転中に 
点灯します。 



0.5 12 3時間 
J J 

’ f ; 強 咬ごづ 



ゆ5ざ運転ボタン 


>ゆ5ざ運転の r 入」-「切」をし 
まず。（運転中） 

• チャイルド□ツクのセツト•解除 
をするとさに押します。（停止中） 


運転ランプ 

運転中に点'なします。 

タイマー運転、安全装置作動 
による自動停止で点滅します。 


切タイマーボタン 


切タイマーの設定をします。 
設定した時間び経過すると 
運転を停止しまず。 


首振りボタン 

自動首振りの r 入」.「切」 
をします。 


運送時の傷を防止するために操作部の表面にな護シートを貼ってしほすので、ご使用時に取り除いてください。 





































































































































































ii 使用前の準備 

開個と部品のセット 

包装箱か5器具を出ず 

•包装箱から緩衝材（発泡スチロール）を取り除いて器具を取り出してください。 
•ポ U 袋から器具を取り出してください。 

•ガード支えを止めているテープをはずして、ガード支えを取り除いてください。 
•電源 コー ドを固定しているテープと ビニールバン ドをはずしてください。 
•包装箱、緩衝ネオはイ呆曽にお要です。また、取扱説明書ち忘れずにな管して< 
ださい。 


^ •横向を、角度調節のしかた]^ 



本体の向きを縦-横に変えたり、角度を調節することびできます。 


A ま意 

参縦•横の向きを変えたり、角度調節をずるときは、本体び十分にちえてか5おこなってください。 

やけどの原因になります。 

♦運お中に向さを変えないで<ださい。 

やけどの原因になったり、ま全装置びはたらさ運転び停止する場合があります。 

♦縦•横の向きを変えたり、角度調節をずるときは、可動部で指をはさまないようにま意してくださし、。 

けびのおそれびあります。 

♦無理に本体の首を回したり角度を変えないでください。 

破損、故障の原因になります。 


【横向きにするとき】 

•縦から横に向をを変えるとさは、本体の上側と下側を持って、 
時計回りに90度回してください。 

•反時計回りには回りません。 

•90 度しツ上回さないでください。 

•中途半端な位置（斜めの状態）に止めて使用しないで<ださい。 


【縦向きにするとき】 

•横から縦に向をを変えるとさは、本体のち側と左側を持って、 

反時計回りに90度回してください。 

•時計回りには回りません。 

•90 度し:!上回さないでください。 

•中途半端な位置（斜めの状態）に止めて使用しないで<ださい。 


【角度調節をするとを】 

本体の正面上向を角度を約30度の範囲で変えることびでをます。 
•本体の上側と下側を持って、上向をち向に角度調節して<ださ 
し、。 

•角度調節は本体び縦•横向き共に上向き10度ずつ3段階 (30 廣 
に調節でをます。 

•それし:!上の上向をと下向をには角度調節でをません。 

•上向をまたは上向をを戻す時に「カチッ」と音びします。これ 
は、角度調節した状態を確実にな持するための動作音であり、 
異常ではありません。 


■上向さにするとを、あるいは上向をの状態から戻すとさに可動 
音 R (ジョイント部）のすを間に指などをはさまないよラにミち意 
してください。 



<横向さにずるとさ> 




く縦向さの角度調節> 



<縦向さにずるとさ> 

約30度 



<横向さの角度調節> 




































































































间知っておいていただをたいこと 


使用場所について 


•燃えやすいちのや障害物とは、必ずち図に示す距離をとって設 
置してください。 

特にカーテンなどびふれないよラにま意してください。 

•自動首振り運転をする場合は可動範囲内に可燃物びないことを 
確認して<ださい。横向をの場合は可動範囲び広<なりますので 
ま意してください。 

•壁などに近づけすざると本体内部び過熱してま全装置び作動す 
ることびあります。 

•洗濯物の下で使用しないで<ださい。巧類び落下して火災のお 
それびあ0ます。 

•水平でない場所や不ま定な場所では使用しないで<ださい。 

•器具を室温の低い部屋から高い部屋へ移動した時は、室温にな 
らしてから使用してください。 

参フアンヒーターやエアコンなどの温風び直接器具に当たる場所 
で使用しないで<ださい。安全装置び作動することびあります。 

•直射日光の当たる場所では使用しないで<ださい。変色や変形 
の原因になります。 

•マントルピースなど器具び囲われる場所では使用しないでくださ 
し、。 


■本製品は、お部屋全体を暖める暖房機ではありません。 

スポット暖房用（局部採暖用）としてお使いください。 

■本製品は、一般家庭用向け製品です。 

工場や倉庫など一般家庭用ムソが（業務用）の用途で使用すると 
故障の原因になります。 

一般家庭用 L ソがでは使用しないでください。 


让） 

^ m じ(上 


(横） 

30011し iLh 


惟ろ） 
30011 li (上 


(前 

^ m じ(上 




く自動首振りをずるとき> 
(縦向さで上から見た図） 


運拓中に熱<なる部分 


•運転中は図に示す [. j 部分び熱くなりますので、運転中および運転停止後しばらくは手を触れないでください。 

やけどのおそれびあ D ます。 



縦向きで運転中に\ 
熱くなる部分 / 

•前 y (ネル上 
• 放熱板 
• ガード 
• 反射板 
•前パネル下 



/横向きで運転中に\ 
\熱くなる部分 ノ 

•キャビネット 
(上の部分） 

• 放熱板 
• ガード 
• 反射板 




































































































巧倒 OFF スイツチについて 


器具を傾けたり倒したときに転倒 OFF スイッチ(本体に内蔵)が 
作動し、運転を停止しまず。 

•運転中に転倒 OF F スイッチび作動した時は、警告音（ピーピーピー)と 
運転ランプの早い点滅でおしらせします。 

参再度運転を開始するには、器具を水平でま定した場所に置を、温度調節 
つまみをいったん「切」の位置に戻し、再度お好みの設定に合わせてく 
ださい。 


温度過昇防止お(ヴーミスタ）について 


本体び過熱した場合に、内蔵のミ昆度過昇防止器がは たらを、 
運転を停止します。 

参運転中に温度過昇防止器び作動した時は、警告音 （ ピーピーピー）と運転 
ランプおよびパワーモニターの赤色 LED ランプの早い点滅でおしらせ 
します。 


•再度運転を開始するには、温度調節つまみをいったん「切」の位置に戻し、 
電源プラグを抜いて、本体をさましてください。 

♦温度過昇防止器びはたらいた原因を取り除を、お好みの設定に合わせて 
<ださい。本体の内部び;令えていないと運転でをない場合びあります。 

参処置後ち繰り返し温度過昇防止器びはたら<場合は、使用を中止し、お 
買いホめの販売店またはお近 < のお客様ご相談窓□にご相談 < ださい。 




【温度過昇防止器がはたらくおちな原因】 

-本体にミ先雇物-巧類-タオルなどが掛かっている。 

-本体の近くに障害物などびある。 

-近くに化の暖房機器などびある。 

-フアンヒーターやエアコンなどの温風び直接器具にあたっている。直射曰光の当たる場所や温度の高い場所で使用している。 
-トイレや脱を場などのせまい場所で使用した。 

-室ミ品びほい部屋か5高い部屋へ移動して、すぐに運転した。 

-運転したまま、本体の向きを縦か!5横、または横から縦に変えた。 

-運転したまま、角度調節を上向きか!5下向き、または下向きか!5上向きに変えた。 


6時間自動切タイマーについて 


運転を開始してから、あるいは切タイマー運転を解除してか 
56時間後に運転を自動的に停止し、切り忘れを防止します。 

♦己時間自動切タイマーで運転を停止したとさは、警告音 （ ピー）と運転 
ランプの遅い点滅でおしらせします。 

♦再度運転を開始するには、温度調節つまみをいったん「切」の位置に戻し、 
再度お好みの設定に合わせて < ださい。 

♦切タイマーランプび点灯しているとき（切タイマー設定中の場合）は、 
設定した時間の切タイマー運転び優先されます。 


雑音防止について 



♦ラジオ、テレビ、補聴器、電話などを近づけて使用すると雑音び入ることびあります。このよラなとさは本体から 2 m じ(上離し 
てご使用ください。また、他のコンセントをご使用ください。 


—夕一のホ熱が態について 


参周囲び明るい場合や使用環境および設定温度によって、ヒーターの赤熱び確認しづらい場合びあります。 

♦ヒーターの特性上、八□ゲンヒーターやカーボンヒーターのよラに辭やかにヒーターび赤熱しませんび異常ではありません。 
•ヒーターの特性上、完全に赤熱びま定するまでに時間びかかります。 

•ヒーターの両端は赤熱しませんび、異常ではありません。 


停電について 


参運転中に停電した後に再通電したとを、あるいは温度調節つまみび「切」し U がの状態で電源プラグをコンセントに差し込んだとをは、 
ヒーターには通電されず警告音「ピーピーピー」と運転ランプの早い点滅でお知らせします。 
























巧使用方法 

かお带ま讀 
【運転開始】 

1 . 電源プラグをコンセントに差し込む 

•電源プラグをコンセントの奥まで確実に差し込んでください。 


A 言告 

♦電源は交流100Vを使用してください。また、定格1已 AULh のコンセントを単独で使用してください。 

定格 U 外の電圧で使用ずると感電や义がの原因になりまず。 

♦電源プラグは、ほこりや水分が付着していないか確認し、ガタつきのないように刃の根元まで確実に差し込 
んで < ださい。 

ほこりや水分び付着したり、接続び不完全な場合は感電や火巧の原因にな0ます。 

♦電源コードや電源プラグび痛んだり、コンセントの差し込みがゆるいときは使用しないでください。 

電源コードや電源プラグび過熱し、溶けた0変巧して、感電•ショート■発火の原因にな0ます。 

♦延長コードを使用したり、タコ足配線をしないでください。 

電源コードや電源プラグび過熱して火災や感電の原因になりまず。 

♦電源コードを束ねたまま使巧したり、コード掛けに巻きつけたまま使用しないでください。 

電源コードび過熱して火災や感電の原因になりまず。 

♦電源コードをステップルやくざなどで固定しないでください。 

電源コードび過熱して火災や感電の原因になりまず。 



2. 温度調節つまみを回し、お好みの設定に合わせる 

•温度調節つまみを ( D 位置から時計回りに回してください。 

操作音（ピッ）びなり、運転ランプ•パワーモニターび点なし「速 
暖オート運転」を開始します。 

切タイマーランプび点なしていないとをは、消し忘れ防止のため巨 
時間で運転を停止します。 


r 速暖才ート運転」とは… 

- a 常の運転開お直をは温度調節つまみの設定位置に関係なくフル"ワー 
で立ち上びり、すばやく暖める機能でず。 

数分後に自動的に設定温度に切り替わります。 



•温度調節つまみで r 弱」〜「強」まで10段階でお好みの暖かさに調節でをます。 


温度調節つまみ位置 




消費電力 （ W ) 





•運転状態をノ f ワーモニターで確認でさます。 


パワーモニター表巧 

運転状態を已段階3色（緑•オレンジ•赤）の LED 
ランプでお巧6せしまず。 


iiii 

パワーモニター表示 

1-2 弓 

旨 

□□□□□□□□□ 

3-4 


□□□□□□□□□ 

已 • 6 


□□□□□□□□□ 

7-8 


□□□□□□□□□ 

9.10 3： 

1 

国□□□□□□□国 


■初めてご使用になるとをは、本体部や内部か5煙やにおいなど 
が出ることがありますが、ご使用後しば5くするとなくなります。 
初使用時は換気をして<ださい。 

■電源プラグをコンセントに差し込んでか5、1砂 L ソ上たってか 
5操作をおこなってください。 

■温度調節つまみを r 1〇ルソ上や r 棚 L ソ下に回さないでください。 
故障や破損の原因になります。 

■ヒーターの明るさは温度調節の設定位置により異なりますが、 
周囲が明るい場合や使用環境および設定温度によって、ヒーター 
の赤熱が確認 しづらい場合があります。 





































腫お停止】 

1.温度調節つまみを r 切」の位置に合わせる 

•温度調節つまみを反時計回りに回し （ D の位置にしてください。 
操作音（ピー）びなり、運転び停止し、全てのランプび消なします。 

•運転停止後、しばら<は本体上部、前面、側面、ガードなどの高温 
部にふれないで < ださい。 



2.電源プラグを巧く 




•使用しないとさや外出時は、電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。 



の iP あお圭讀 

体感温度を保ちなび5、ヒーターの能力を自動的に切り替え、電力をセーブして運転しまず。 
【セットのしかた】 


運転中に「ゆ5ざ運転ボタン」を巧す 

•運転中に「ゆらざ運転ボタン」を押してください。 

操作音（ピッ）びなり、ゆらざ運転ランプび点なします。 

•パワーモニターは温度調節位置に応じて点打します。 

•ヒーターの明るさび変わることびありますび、異常ではありません。 


r ゆ!5ざ運転」とは… 

-定期のにヒーターの電力をセーブして運居をずる機能です。 

-通常の運転の場合に比べて約16%〜2 0%の;肖費電力を節約します。 



【解除のしかた】 


運転中に「ゆ5ざ運転ボタン」を巧ず 

•運転中に「ゆらざ運転ボタン」を押してください。 

操作音（ピー）びなり、ゆらぎ運転ランプび消なします。 

•ゆらざ運転設定中に温度調節つまみで運転を巧むにした後、再度運転を開始するとゆらざ運転で運転します。 
(ゆらぎ運転の状態を記憶します。） 

※電源プラグを抜くと記憶している設定は解除されます。 























切タイマー運起 


運転自動停止までの時間を0.已時間 （30 分）か53時間の間で設定しまず。 

設定時間を過ざると運転を自動停止しまず。 

【セツトのしかた】 

運転中に r 切タイマーボタン」を巧ず 

•運転中に「切タイマーボタン」を押して < ださい。 

押すごとに切タイマーランプび順に点灯し、操作音（ピツ） 

びなります。 

•設定したい時間の切タイマーランプを点なさせます。 

切タイマーランプ点な時より、切タイマーびはたらをます。 

•切タイマーランプは運転停止までの残時間を表示します。 

•切タイマーで運転停止した時は、操作音（ピー）と運転ラ 
ンプの遅い点滅でおしらせします。 

•電源プラグをコンセントから抜いたとを、または停電後再 
通電したとをは、切タイマーは解除されます。 

※再度運転を開始するには、温度調節つまみをいったん「切」の位置に戻し、お好みの設定に合わせて<ださい。 



【解除のしかた】 

運転中に r 切タイマーボタン」を巧す 

•運転中に切タイマーランプび消灯するまで r 切タイマーボタン」を押して < ださい。 


た节巧がま婦 


【自動首振りのしかた】 

運転中に r 首おりボタン」を巧ず 

•運転中に「首振りボタン」を押してください。 

操作音（ピッ）びなり、首振りランプび点灯し、自動首振 
りを開始します。（運転停止時は自動首振りをしません。） 

•自動首振り角度は、約70度です。 

参首振 D 運転を開始するとをの首の位置は、手動で約已〇度 
動かすことびでをます。カチカチと音びする範囲で動かし 
て < ださい。 

•自動首振り運転中無理に首振りち向を変えたり、自動首振 
りを停止させないでください。故障や転倒の原因になります。 



•もう一度 r 首振りボタン」を押すと操作音（ピー）びなり、 
首振りランプび消なし、首振り運転を停止します。 

参首振りボタンを押すたびに、首振り運転と停止の選択びで 
さます。 

參本体び横向をのとをでち自動首振りびでをます。 

•自動首振り運転中に温度調節つまみで運転を （ D にした後、 
再度運転を開始すると自動首振り運転をします。 

(首振り運転の状態を記憶します。） 

※電源プラグを巧くと記憶している設定は解除されます。 


く自動首振り範囲> 



【手動で首の向きを変えたいとき】 

•とってを持って輕く動かして本体の向をを変えてください。カチカチと音びして、約6 0度の範囲で動かすことびでをます。 

•器具に内蔵されている首振りモータの構造上、手動で本体び動かない部分びあります。このとをは、 r 首振りボタン」を押し 
て自動首振りを行い、お好みの位置で止めて調整してください。 

参必要し U 上に無理に回すと故障の原因とな D ます。 

參本体は縦向を-横向をのどちらでち本体の向をを変えることびでをます。 
















































チャイルド□ックのセット 


お子様などによるいたず5操作の防止や誤って運転操作をしても運転しないようにしたいときなどに 
使用します。 


【セットのしかた】 

温度調節つまみ「切」の位置でゆ5ぎ運転ボタンを 
3秒間む上巧ず 

参温度調節つまみを「切」の状態にして、ゆらざ運転ボタンを3秒 
間しツ上押します。 

•操作音「ピッ」と共にゆらざ運転ランプび点なするとセット完了 
です。 


※運転中にこの操作を行ってもチャイルドロックのセットはでをませ 
ん>。 


参チャイルドロックをセットすると、すべてのボタンと温度調節つま 
みの操作を受け付けません。 

(運転でをません。） 

ただし、チャイルド□ックの解除操作はでをます。 



【解除のしかた】 

再度ゆらざ運転ボタンを3砂む上押す 

•再度、ゆらざ運転ボタンを3砂間しソ上押します。 

•操作音「ピー」と共にゆらざ運転ランプび消なすると解除完了です。 

※温度調節つまみび「切」外の位置でこの操作を行っても、チャイルドロックを解除でをません。 
温度調節つまみを「切」にしてから操作してください。 


制離麵 

•電源プラグをコンセントに差し込んでいるとをは、温度調節つまみを「切」にしてち切る前の r 首振り運転」「ゆらざ運転」の 
状態を記憶しています。 

電源プラグを抜くと記憶している内容は消えます。 



器具を移動するとをや保管するとをにご利用ください。 

•電源 コー ドをち図のよラに コー ド掛けに巻をつけてください。 


A 警告 

♦電源コードを巻舌つけたまま運転しないでください。 

電源コードび過熱したり断綜するなど、火がや感電の原因になります。 



10 







































回お手入れのしかた 

A 迂局 

♦器具の分解や修理-改造は絶対にしないでください。 

火が、感電、けびの原因となります。 

♦お手入れは必ずコンセントか5電源プラグを巧き、本体が十分にちえてか5おこなってください。 

感電ややけどの原因になりまず。 

♦水洗いやめ5したりしないで<ださい。 

漏電や感電の原因になります。 

♦シンナーやベンジンなど揮発性①ミ容剤を使用しないでください。 

塗装面やプラスチックをいためるおそれびありまず。 


■ホ无 

本体の掃除 

本体の巧れは乾いたやわらかい巧でふさとってください。 

ちれびひどいとさは、薄めた中性洗剤をしみ込ませたやわらかい巧でふいてから、乾いた巧ででふさとってください。 


ガード-反射板-放熱板の掃除 

【ガードのはずしかた】 

①ガードの中央部を手前側にたねませて、前パネル上 
の巧からガード（上側2力所）をはずす。 

③ガードを手前側に持ち上げ、前ノ f ネル下の巧からガー 
ド（下側2力巧）をはずす。 

ガード-反射板-放熱板のミちれを、乾いたやわらかい巧 
で面をとつて < ださい。 

※ヒーターは手で触らないよラま意してください。キズび 
つくと、故障の原因になりますので拭かないでください。 

※反射板にキズをつけないでください。 

【ガードの取り付けかた】 




①ガード（下側2力所）を前パネル下の穴に入れる。 


<ガードの取りはずし> 


③ガードの中央部を手前側にたわませなびら、ガード 
(上側2力巧）を前パネル上の巧に入れる。 

■ガードは4 力 巧（上側2 力 巧、下側2 力 巧）すべて入つ 
ていることを確認してください。 

入っていなかったり半がかりになっていると簡単にはず 
れるおそれがあります。 

■ガードをはずしたまま使用しないでください。 

やけどのおそれがあります。 



くガードの取0付け> 


電源プラグの掃除 

1力月に]〜2回程度、電源プラグに付着したほこりや巧れを取り除いてください。 


田贈 

•お手入れ後、お買い上げ時の包装箱に入れるか、ポ U 袋をかぶせて、湿気の少ない場所に水平にな管して<ださい。 
•保管するとをは必ずコンセントから電源プラグを抜いてください。 

•傾けたり、横倒しの状態で保管しないでください。故障の原因となります。 

•取扱説明書ち大切に保管して < ださい。 




























画このよ 5 なとをには 

♦修理-サービスを依頼される前に次の表にもとづいてお確かめくださし、。 


r m . 状 

原 因 

処 置 ] 

においがする 

•本体ヒーター部や内部に付着しているミ由分などび 
焼けるため。 

•あ]めてご使用になるとをは、本体ヒーター部 
や内部から煙やにおいび出ることびあります 
び、ご使巧後しばらくするとなくなります。 

お部屋の換気をしてください。 

暖か<な6ない 
ヒーターびホ熱しない 

•電源プラグびコンセントから抜けていたり、奥ま 
で差し込まれていない。 

•自動切タイマー、チャイルドロック、温度過昇防 
止器（ヴ ー5 スタ）びはたらいている。 

♦傾いた巧に置いている。 

•温度調節つまみの位置び「弱」の方になっている。 

•コンセントの奥まで確実に差し込んでください。 
• 運転状態や設定を確認して < ださい。 

♦水平でま定した場所に置いて<ださい。 

• ヒーターの明るさは、温度調節つまみの設定 
位置により異なります。 ri 0」の位置ではヒー 
夕一は赤くなりますび、「1〇」から「1」に下げ 
るにしたびって、少しずつ暗くなります。 

音がずる 

•通電開始時や通電終了後、しばらく本体から音（ピチピチ音）び出ることびあります。 

これは本体の温度膨張および収縮による音で故障ではありません。 

電源プラグげ少し熱い 

♦運転中は、電源プラグび若干熱をおびますび異常ではありません。 

電源プラグび異常に熱い 

♦コンセントへの差し込みび確実におこなわれてい 
なかったり、コンセントに電源プラグを差し込ん 
でちガタつをびある。 

•延長コードを使用したり、タコ足配線をしている。 
•電源コードに重い物びのっている。 

•コンセントの奥まで確実に差し込んでください。 
♦延長コードの使用やタコ足配線をしないでく 
ださい。 

•電源コードにのっている物を取りのぞいてく 
ださい。 

電源び入6ない 

(どのランプも点なしない） 

♦電源プラグびコンセントから抜けている。 

♦本体に内蔵している温度過昇防止器(ヴーモスタッ 
卜)び作動している。 

♦電源プラグをコンセントに差し込んでください。 
♦この場合は点検、修理び必要となりますので 
お買上げの販売店または、コ□ナお客様ご巧 
談窓□に依頼してください。 

y 


※なお異常のあるとをは、器具の故障の可能性びあ D ます。 

運転を停止し電源プラグを抜いてお買上げの販売店またはコロナお客様ご相談窓□にご相談< ださい。 


回定期点検 


安全に長くご愛用いただくために、日頃か5点検をおこなってください。 


愛情点巧 

長年ご使用の電気暖房器の点検をぜひ！ 

の 

■スイッチを入れても、とをどを運転しないとさびある。 
■コードを折り曲げると、運転したりしなかったりする。 

■運転中に異常な音や振動びする。 

■本体からこげくさい臭いびする。 

■プラグ■コード-本体び異常に熱い。 

■自動首振りび動いたり止まったりする。 

■その他異常-故障のあるとを 

ご使用の際、 
このよラな 
ことは友 D 
ませんか？ 

電源プラグやコンセントに、ほこり和ごみがたまっている。 




ご使巧中止 


このよラな症状の時は、故障や事故 
の防止のためスイッチを切り、電源 
プラグをコンセントからはずして、 
必ず販売店にご連絡 < ださい。 

点検-修理についてのご費用など詳 
しいことは販売店にご相談くださ 
し、。 


ほこりやごみを取り除いてください。 
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画仕様 

/- 1 :- 


’型 




式 

DH-1108R 

、 

種 




類 

遠赤外線電気ストーブ 

定 

格 


電 

圧 

交流100 V 

定 

格消費電 

力 

11日日 W 

定 

巧 

周 

波 

数 

已 0/60 HZ 

□ 

— 

ド 

長 

さ 

2 m 

質 量 

曰. 8 kg 

首 

振 

0 

機 

能 

自動首おり7□度•手動首おり日0度 

夕 

イ 


7 

— 

3時間切タイマー•己時間自動切タイマー 

が 

お 


寸 

法 

高さ 7]7 mmx 幅320 mmx 奥行300 mm 
(縦向きのとき） 

安 

\_ 

を 


装 

置 

転倒 OFF スイッチ•温度過昇防止器（ヴー=スタ）- 



温度過昇防止器（サーモスタット） 

ノ 


田! アフターサービス 

修埋サービスについて 


■遠赤外線ストーブの補修用性能部品のな有期間は製造巧ち切り後巨年です。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。<わし<はお買上げの販売店またはお近<のコ□ナ 
お客様ご相談窓□にご相談 < ださい。 

■イ呆証期間経過後の修理については、販売店にご相談 < ださい。 

修理によって機能び維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたします。 


修理を依頼されるとき 


•本書の「このよラなとをには」 （12 ページ）の項にしたびって調べてち良くならないとさは、運転を停止して電源プラグを抜 
いてお買し^上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡の際には;欠の内容をご連絡 < ださい。 

■型式： DH — 11 08 R ■ご住所-お名前-電話番号 

■お買上げ曰（保証書をごらんください。） 

■故障内容（でさるだけ具体的に） 

•修理に際しては、イ呆証書をご提示<ださい。 

イ呆証期間中であれば保証書の規定にしたびって無料修理させていただをます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店かお近<のコロナお客様ご相談窓□にお問い合わせ<ださい。 


保証書について 


コ□ナ遠赤外線ス I ブにはり呆証書」びついています。 

♦保証書の「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ大切にイ呆管して<ださい。 

♦保証書にお買上げ曰、販売店名など所定事項の記入びないと有効とはなりません。ちし記入びないとをは、すぐにお買い上げ 
の販売店にお申し出ください。 

參本体のイ呆証期間はお買い上げいただいた曰から1年間、ヒーターのな証期間はお買い上げいただいた曰から3年間です。 

ただし、取扱説明書-安全表示などの記載事項にそわない使い方をした場合は保証対象がです。 

《ヒーターは消耗品ですので交換び必要な場合びあります。 
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メモ 


111WA0027- 012 3 dsp 20 


株ぶミな 3 U • 


